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トランスポーテーション
➡P37

デイリーライフ＆
ヘルスケア ➡P37

エレクトロニクス ➡P38

ビルディング＆
コンストラクション ➡P38

• ワイヤーハーネス
• 自動車用成形
部材

• 医療用
• ゴム代替
• 環境素材

• 電力・産業電線
• 情報通信
• 光学フィルム

• 住宅・建築資材
• 建装用フィルム

自然資本

財務資本
総資産額：1,120億円

原材料：303千t

総エネルギー投入量：
1,618千GJ

水資源投入量：1,091t

長期ビジョン ➡P27

すべての生活空間に快適さを提供する
リーディングカンパニーを目指して

● 売上高：1,234億円
● 営業利益：75億円
● 当期純利益：45億円
● 自己資本比率：56%
● 配当性向：35%

（2022年度）

外部環境／ステークホルダー インプット アウトプット アウトカム事業活動

高い技術力
• 処方設計技術
• 配合・混練技術
• フィルム製膜・加工技術

製品廃棄・
リサイクル

営業

製品使用

物流

製造資本
設備投資：39億円
生産拠点：15
（国内：7、海外：8）

知的資本
研究開発費：16億円

人的資本
従業員数（連結）：
1,895名

社会関係資本
グローバル拠点：12

海外売上高比率：51%

リケンテクノスを
取り巻く外部環境

経済価値の提供
➡P15

●  すべての生活空間に“快
適さ”（品質・スピード・
ソリューション・社会課
題解決への貢献）を提供

社会価値の提供
➡P16

ステークホルダー

脱プラスチックの動き

株主・投資家

環境意識の高まり

お客様

デジタル化の潮流

取引先

EV化の進展

従業員

国内市場の縮小

地域社会

アジアの成長

企業文化の醸成/コーポレート・ガバナンス/リスクマネジメント/コンプライアンス ➡P51～P52、P57～P70  

マテリアリティ/中期経営計画 ➡P27～P30

 リケンテクノス ウェイ（ミッション/ コア・バリュー/基本行動） ➡P5～P6

　当社グループは、サステナビリティをめぐる課題への対応が、経営の重要課題のひとつであると認識しており、それらを経営に
取り込むことにより、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、企業価値の向上を目指しています。
　外部環境の変化やステークホルダーからの要請を踏まえ、「長期ビジョン」として掲げている、すべての生活空間に快適さを提供
するリーディングカンパニーを目指して、リケンテクノスの強みを活かし、新たな価値の提供に挑戦し続けます。

研究開発

購買

生産・
品質管理

グローバル展開する
優良顧客に対して、
顧客の望むものを

届ける力
• グローバル展開
• 顧客基盤
• 顧客対応の技術

リケンテクノスの強み ➡P11

（2022年度）
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